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京
都
（

→ 

Ｗ
ｅ
ｂ
）
「
ヲ
シ
テ
講
習
会
」 

９
１
回
目 

令
和
５
年

２

０

２

３

７
月
２
２
日 

池
田 

満 
３
４
ア
ヤ
で
解
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
、
辻
さ
ん
が
解
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

「
タ
ゴ
シ
に
こ
さ
ば
」
は
、
手
輿
し
（
タ
ゴ
シ
）
で
白
い
凝
灰
岩
の
石
を
運
ぶ
さ
ま
を
、
ツ
キ
の

明
か
り
が
照
ら
し
て
、
さ
も
、
ヒ
ト
で
は
な
く
て
カ
ミ
が
運
ん
で
い
る
よ
う
だ
と
。
モ
モ
ソ
ヒ
メ
の

不
思
議
な
話
に
人
々
は
仰
天
し
て
、
月
明
か
り
の
夜
ま
で
石
運
び
を
や
め
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。 

（
イ
ク
メ
の
キ
ミ

垂

仁

天

皇

の
１
０
年
、
つ
ま
り
ア
ス
ス
６
３
０
年
、
ハ
シ
ハ
カ
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
西
暦
２
４
５
年
で
は
あ
る
ま
い

か
？ 

大
雨
の
西
暦
１
２
７
年
を
、
ア
ス
ス
の
５
１
２
年
に
対
応
の
基
準
に
し
て
） 

「
ミ
ク
ク
ル
ミ
タ
マ
」
は
、
用
水
池
を
作
る
必
要
性
を
説
く
た
め
の
、
祭
祀
だ
っ
た
の
で
し
た
。

神
憑
り
の
風
潮
が
蔓
延
し
た
時
代
な
の
で
、
論
理
で
は
納
得
し
て
も
ら
え
な
い
の
で
、
祭
祀
で
世
論

を
作
っ
た
の
で
す
ね
。
ち
な
み
に
美
具
久
留
御
魂
神
社
の
丘
は
、
用
水
池
を
見
渡
せ
る
と
こ
ろ
で
し

た
。
狭
山
池
周
辺
を
用
水
池
で
灌
漑
を
す
る
画
期
的
な
開
発
で
す
。（
３
４
‐
６
２
）
時
に
、
ミ
マ

キ
の
キ
ミ
（
崇
神
天
皇
）
の
６
２
年
（
ア
ス
ス
６
８
２
年
）

の
事
で
し
た
。
タ
タ
ネ
コ
７
３
歳
、
ヲ
ヲ
カ
シ
マ
８
６
歳
で

世
論
の
誘
導
に
長
け
た
こ
ろ
と
言
え
ま
し
ょ
う
か
。 

ち
な
み
に
、
タ
タ
ネ
コ
の
育
っ
た
陶
荒
田
神
社
と
、
狭
山

池
は
直
線
距
離
で
２
ｋ
ｍ
ほ
ど
の
す
ぐ
近
く
で
す
。 

稲
作
耕
地
の
展
開 

低

湿

地

イ
サ
ナ
ギ
・
イ
サ
ナ
ミ
さ
ん

→
微
高
地

ニ
ニ
キ
ネ
さ
ん

（
井
堰
）
→
丘
陵
地

ミ
マ
キ
の
キ
ミ

（
用
水
池
） 

こ
の
新
展
開
が
、
古
墳
時
代
の
真
相
だ
っ
た
！ 

世
論
形
成
の
母
体
の
変
遷 

指
導
者
層

カ

ミ

の

世 
 

→ 

一
般
人

ヒ

ト

の

世 

「
縄
文
哲
学
」 

→ 

神
憑
り 
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３
５
ア
ヤ
、
ヒ
ホ
コ
き
た
る 

ス
マ
ヰ 

の 

ア
ヤ 

 

（
１
１
代
垂
仁
天
皇
の
３
分
割
の
ひ
と
つ
め
、
一
部
崇
神
天
皇
の
時
代
の
記
事
） 

 
 

元
年
３
５
‐
１ 

ト
キ
（
時
）
は
、
ア
ス
ス
の
６
８
９
年
の
ネ
ヤ
ヱ
の
ハ
ル
（
春
）
の
事
で
し
た
。
１
１
代
の
イ
ク

メ
の
キ
ミ
が
即
位
な
さ
い
ま
す
。 

ム
ツ
キ
（
１
月
）
の
ツ
ア
ト
（
１
４
）
が
ツ
イ
タ
チ
（
１
日
）
で
、
ヲ
ミ
ヱ
（
１
５
）
の
、
つ
ま
り
１
月

２
日
に
。
イ
ム
ナ
（
実
名
）
の
ヰ
ソ
サ
チ
さ
ん
は
、
御
歳
４
２
に
て
ア
マ
ツ
ヒ
ツ
ギ
（
天
皇
位
）
を
受
け
継

が
れ
ま
し
た
。
イ
ク
メ
イ
リ
ヒ
コ
の
ア
マ
キ
ミ
と
名
乗
ら
れ
ま
す
。
即
位
の
式
の
翌
日
に
は
、
カ
サ
リ
（
式

典
の
設
え
）
を
タ
ミ
（
国
民
）
に
拝
ま
せ
る
事
、
恒
例
の
常
の
如
し
で
し
た
。
ヲ
ヲ
カ
シ
マ
９
３
歳
、
タ
タ

ネ
コ
８
０
歳
で
し
た
。 

 

イ
ク
メ
の
キ
ミ
（
垂
仁
天
皇
、
ヰ
ソ
サ
チ
さ
ん
）
は
、
生
れ
付
き
に
し
て
素
直
な
お
方
で
し
た
。
こ
こ

ろ
、
ホ
ツ
マ
に
し
て
オ
コ
リ
（
驕
り
）
な
き
誠
実
さ
で
あ
ら
れ
ま
し
た
。
昔
、
夢
見
に
、 

 
 

 
 

「
ミ
モ
ロ
ヱ
に 

ヨ
モ
に
ナ
ワ
は
り 

 
 

 
 

 

ス
ス
メ
お
ふ
」
ホ
３
４
‐
３
０ 

 
（
ニ
ニ
キ
ネ
さ
ん
の
お
気
持
ち
） 

 

と
言
う
、
お
コ
コ
ロ
で
あ
り
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
お
世
継
ぎ
に
定
め
ら
れ
た
の
で
し
た
。 

 

ち
な
み
に
、
お
兄
さ
ん
の
ト
ヨ
キ
イ
リ
ヒ
コ
さ
ん
の
夢
は
、 

 
 

 
 

「
ミ
モ
ロ
ヱ
に 

キ
（
東
）
に
む
き
ヤ
タ
ビ 

 
 

 
 

 

ホ
コ
ゆ
け
し
」
ホ
３
４
‐
３
０ 

 

そ
れ
の
ゆ
え
に
、
ト
ヨ
キ
イ
リ
ヒ
コ
は
ホ
ツ
マ
を
さ
め
よ
（
東
国
の
宇
都
宮
の
二
荒
山
神
社
） 

元
年
３
５
‐
３ 

１
年
（
ア
ス
ス
６
８
９
年
）
の
ア
キ
（
秋
）
に
亡
き
父
君
の
遺
体
を
お
送
り
し
ま
す
。
フ
ユ
（
冬
）

に
ご
陵
に
お
納
め
し
ま
す
の
で
し
た
。（
カ
ン
ナ
（
１
０
月
）
の
１
１
日
に
、
オ
モ
ム
ロ
（
ご
遺
体
）
を
ヤ

マ
ヘ
（
天
理
市
柳
本
町
、
山
辺
道
勾
岡

上
陵
）
に
お
送
り
し
て
お
納
め
す
る
の

で
し
た
。
（
３
４
‐
６
６
） 

 

ハ
ハ
の
ミ
マ
キ
ヒ
メ
は
７
９
歳
で

し
て
、
ミ
ウ
エ
キ
サ
キ
と
し
て
尊
び
ま

す
。
ま
た
、
オ
オ
ハ
ハ
（
祖
母
）
の
イ

カ
シ
コ
メ
（
イ
キ
シ
コ
メ
）
さ
ん
は
１

８
９
歳
で
し
て
、
尊
び
ま
す
。 

３
５
‐
４ 

２
年
（
ア
ス
ス
６
９
０
年
）
キ

サ
ラ
キ
（
２
月
）
に
サ
ホ
ヒ
メ
さ
ん
を

ウ
チ
ミ
ヤ
（
正
皇
后
）
に
お
立
て
に
な

り
ま
し
た
。
新
ミ
ヤ
コ
は
、
マ
キ
ム
キ

（
桜
井
市
巻
向
）
の
タ
マ
キ
の
ミ
ヤ
に

お
遷
し
に
な
り
ま
し
た
。 

 

シ
ハ
ス
（
１
２
月
）
に
サ
ホ
ヒ
メ
さ

ん
（
開
化
天
皇
の
子
の
ヒ
コ
イ
マ
ス
の

娘
）
が
、
ホ
ン
ツ
ワ
ケ
さ
ん
を
お
産
み
に
な
ら
れ
た
の
で
し
た
が
、
な
か
な
か
、
お
言
葉
を
出
さ
れ
な
い
ミ

コ
（
皇
子
）
で
し
た
。
（
今
に
言
う
発
達
障
害
で
し
ょ
う
か
？
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ 

３
５
‐
５ 

ミ
マ
ナ
（
カ
ラ
）
か
ら
、
ソ
ナ
カ
シ
チ
が
来
朝
し
ま
す
。
ミ
ツ
ギ
（
上
納
品
）
の
献
上
と
、
イ
ク
メ
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の
キ
ミ
の
即
位
を
祝
賀
す
る
使
い
で
し
た
。
ヲ
ヲ
ン
キ
ミ
（
イ
ク
メ
さ
ん
、
垂
仁
天
皇
）
は
、
ミ
マ
ナ
の
キ

ミ
に
と
、
ソ
ナ
カ
シ
チ
に
賜
物
を
授
与
し
ま
す
。
五
色
で
彩
ら
れ
た
カ
ツ
ミ
ネ
・
ニ
シ
キ
（
北
海
道
産
の
錦

織
物
）
の
ア
ヤ
（
綾
織
物
）
を
、
モ
モ
ハ
（
百
反
）
の
多
く
で
し
た
。
シ
ホ
ノ
リ
ヒ
コ
が
、
お
供
を
し
て
ノ

ホ
リ
（
幟
（
の
ぼ
り
）
旗
）
を
立
て
て
送
っ
て
行
き
ま
し
て
、
ミ
マ
ナ
と
の
ミ
チ
（
国
交
）
は
開
い
て
い
っ

た
の
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ 

３
５
‐
７ 

３
年
（
ア
ス
ス
６
９
０
年
）
の
ハ
（
１
月
）
に
な
り
ま
し
て
、
シ
ラ
キ
（
新
羅
）
の
帰
化
人
の
ヒ
ホ

コ
の
子
孫
の
モ
ロ
ス
ケ
を
ト
ミ
（
臣
）
に
召
し
ま
し
た
。 

 

ヒ
ホ
コ
の
ミ
ヤ
ケ
モ
ノ
（
土
産
物
）
の
８
品
は
、
タ
シ
マ
（
但
馬
、
兵
庫
県
豊
岡
市
出
石
町
、
出
石
神

社
）
に
納
め
て
お
い
た
の
で
し
た
。 

 

８
品
は
、
以
下
で
す
。 

１
、
ハ
ホ
ソ 

２
、
ア
シ
タ
カ 

３
、
ウ
カ
カ
タ
マ 

４
、
イ
ツ
シ
・
コ
カ
タ
ナ 

５
、
イ
ツ
シ
・
ホ
コ 

６
、
ヒ
カ
ガ
ミ 

７
、
ク
マ
ノ
・
ヒ
モ
ロ
ケ
ス 

８
、
イ
テ
ア
サ
の
タ
チ 

 

さ
て
、
そ
の
、
シ
ラ
ギ
の
ヒ
ホ
コ
の
来
歴
は
、
ミ
ツ
カ
キ
の
ヨ
（
崇
神
天
皇
）
の
３
９
年
（
ア
ス
ス
６
５

９
年
）
に
遡
り
ま
す
。（
ミ
マ
ナ
の
ツ
ヌ
ガ
ア
ラ
シ
ト
が
敦
賀
へ
来
朝
し
た
の
は
、
ア
ス
ス
６
７
８
年
）
シ

ラ
ギ
の
方
が
先
に
来
朝
し
て
い
た
の
で
し
た
。
１
９
年
前
に
。 

 

３
５
‐
９ 

ミ
ツ
カ
キ
の
ミ
ヨ
（
ミ
マ
キ
の
キ
ミ
、
１
０
代
崇
神
天
皇
）
の
３
９
年
（
ア
ス
ス
６
５
９
年
）
の
事

で
し
た
。
ヒ
ホ
コ
は
、
来
朝
し
て
ハ
リ
マ
（
播
磨
、
兵
庫
県
南
西
部
）
か
ら
、
シ
シ
ア
ワ
（
兵
庫
県
宍
粟
市

か
？
）
に
至
る
の
で
し
た
。
こ
の
時
に
、
オ
オ
ト
モ
ヌ
シ
と
、
ナ
ガ
オ
イ
チ
が
聴
聞
使
に
使
わ
さ
れ
て
、
ヒ
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ホ
コ
に
問
い
ま
す
。
ヒ
ホ
コ
は
答
え
ま
す
。 

 
『
わ
た
く
し
は
、
シ
ラ
キ
（
新
羅
）
の
キ
ミ
の
ア
コ
（
最
も
継
承
者
に
近
い
人
）
で
す
。
名
は
ア
メ
ヒ
ホ

コ
と
言
い
ま
す
。
弟
の
チ
コ
に
ク
ニ
を
譲
っ
て
、
ヤ
ツ
カ
レ
（
わ
た
く
し
）
は
ヒ
シ
リ
の
キ
ミ
（
垂
仁
天

皇
）
に
マ
ツ
ロ
イ
ヌ
（
教
え
を
授
け
て
も
ら
っ
て
帰
化
し
た
い
）
と
強
く
望
み
ま
す
の
で
す
』 

 

オ
オ
ト
モ
ヌ
シ
と
、
ナ
ガ
オ
イ
チ
が
こ
の
次
第
を
イ
ク
メ
の
キ
ミ
（
垂
仁
天
皇
）
に
報
告
し
ま
し
た
。
イ

ク
メ
の
キ
ミ
は
、
国
内
へ
の
居
住
を
許
可
な
さ
い
ま
し
て
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
し
た
。 

 

『
ハ
リ
マ
の
イ
テ
サ
ム
ラ
、
ま
た
、
ア
ワ
チ
、
シ
シ
ア
ワ
の
所
に
つ
い
て
、
居
住
を
認
め
ま
す
』 

 

こ
の
こ
と
を
受
け
て
、
ヒ
ホ
コ
は
、
さ
ら
に
願
い
を
し
ま
す
。 

 

『
居
住
の
ご
許
可
の
こ
と
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
そ
う
し
ま
し
た
ら
、
も
う
ち
ょ
っ
と
諸
国
の
各
地
に
つ
き
ま
し
て
見
聞
を
広
め
る
た
め
に
巡
り

見
た
い
の
で
す
』 

 

イ
ク
メ
の
キ
ミ
は
、
こ
れ
も
許
可
な
さ
い
ま
す
の
で
し
た
。 

 

ア
メ
ヒ
ホ
コ
は
、
ウ
チ
カ
ワ
（
宇
治
川
）
を
遡
っ
て
ア
ワ
ウ
ミ
（
琵
琶
湖
）
に
出
ま
す
。
ア
ナ
ム
ラ
（
湖

東
の
鏡
山
近
郊
、
苗
村
神
社
、
滋
賀
県
竜
王
町
綾
戸
。
ま
た
は
、
草
津
市
穴
村
町
の
安
羅
神
社
、
か
？
）
に

滞
在
し
て
、
さ
ら
に
ワ
カ
サ
（
若
狭
）
を
巡
っ
て
タ
シ
マ
（
但
馬
）
に
住
ま
い
し
ま
し
た
。
兵
庫
県
豊
岡
市

出
石
町
宮
内
の
出
石
神
社
は
天
日
矛
を
祭
る
こ
と
で
有
名
で
す
。
供
の
ス
エ
ヒ
ト
（
陶
器
職
人
）
は
ハ
サ

マ
タ
ニ
（
狭
間
の
谷
あ
い
の
こ
と
か
？
）
に
そ
れ
ぞ
れ
、
定
住
が
出
来
う
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
た
。 

イ
ス
シ
（
出
石
）
の
有
力
者
の
フ
ト
ミ
ミ
の
娘
さ
ん
の
マ
タ
オ
オ
を
娶
っ
た
ア
メ
ヒ
ホ
コ
は
、
モ
ロ
ス

ケ
を
儲
け
ま
す
。
モ
ロ
ス
ケ
の
子
供
が
ヒ
ナ
ラ
ギ
で
す
。
ヒ
ナ
ラ
ギ
は
キ
ヨ
ヒ
コ
を
儲
け
ま
す
。
そ
し
て

キ
ヨ
ヒ
コ
は
タ
シ
マ
モ
リ
を
儲
け
る
の
で
し
た
。（
タ
シ
マ
モ
リ
は
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
（
日
本
武
尊
）
の
妻
の

ヲ
ト
タ
チ
ハ
ナ
ヒ
メ
の
お
父
さ
ん
で
す
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・ 

３
５
‐
１
５ 

４
年
（
ア
ス
ス
６
９
２
年
）
の
こ
と
で
し
た
。
サ
ホ
ヒ
コ
の
反
乱
が
起
き
ま
す
。 

サ
ホ
ヒ
コ
は
９
代
開
化
天
皇
の
孫
の
タ
ニ
ハ
ミ
チ
ウ
シ
の
弟
で
し
た
。
妹
に
は
サ
ホ
ヒ
メ
が
い
ま
し
て
、

サ
ホ
ヒ
メ
は
１
１
代
の
イ
ク
メ
の
キ
ミ
（
垂
仁
天
皇
）
の
ミ
ヤ
に
入
内
し
て
い
た
の
で
し
た
。 

 

さ
て
、
４
年
の
ナ
ツ
キ
（
９
月
）
、
ツ
ウ
ヱ
（
２
３
）
の
ハ
（
１
日
）
の
ヲ
ナ
ヱ
（
４
５
）、
つ
ま
り
２
３

日
で
し
た
。
妹
で
キ
サ
キ
（
正
皇
后
）
の
サ
ホ
ヒ
メ
に
、
兄
の
サ
ホ
ヒ
コ
が
問
う
の
で
し
た
。 

 

『
兄
と
ヲ
（
夫
）
と
、
ど
ち
ら
が
よ
り
あ
つ
い
か
？
（
信
頼
で
き
る
か
？
）』 

 

何
の
気
な
し
に
こ
う
問
わ
れ
た
サ
ホ
ヒ
メ
さ
ん
は
、
つ
い
、 

 

『
お
兄
さ
ん
の
ほ
う
で
し
ょ
う
ね
』 

 

と
、
お
追
従
か
ね
が
ね
言
っ
た
の
で
し
た
。 

 

こ
の
言
葉
に
、
サ
ホ
ヒ
コ
は
か
ぶ
せ
て
の
籠
絡
に
迫
っ
て
い
く
の
で
し
た
。
ア
ツ
ラ
ウ
と
言
う
古
い
言

葉
に
表
れ
て
い
ま
す
。
当
て
込
ま
せ
る
と
言
っ
た
感
じ
が
、
現
代
風
の
そ
ん
な
雰
囲
気
で
し
ょ
う
か
？ 

 

兄
の
サ
ホ
ヒ
コ
は
、
ア
ツ
ラ
ウ
の
で
す
。 

 

『
ナ
ン
チ
（
あ
な
た
・
妹
）
は
、
イ
ロ
（
美
し
さ
）
で
仕
え
て
寵
愛
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
や
が
て

は
、
イ
ロ
も
オ
ト
ロ
ヒ
テ
（
衰
え
て
）
く
る
の
は
目
に
見
え
て
い
ま
す
。
そ
の
時
は
、
メ
ク
ミ
（
寵
愛
）
は

去
り
ま
す
よ
。 

 

兄
の
私
と
の
き
ず
な
は
、
そ
ん
な
脆
（
も
ろ
）
い
モ
ノ
で
は
な
い
で
す
。
長
く
久
し
く
の
つ
な
が
り
で

す
。 

 

願
わ
く
は
、
思
う
の
で
す
、
わ
た
く
し
と
、
あ
な
た
と
、
ふ
た
り
し
て
御
代
を
治
め
て
踏
ま
ば
、
よ
り
長

き
安
眠
の
枕
を
得
る
事
が
出
来
得
ま
し
ょ
う
。 

 

こ
の
、
目
標
を
手
に
し
て
の
実
現
の
た
め
、
一
肌
脱
い
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。 
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そ
れ
に
は
、
あ
な
た
な
ら
、
キ
ミ
（
垂
仁
天
皇
）
を
容
易
く
殺
す
こ
と
が
出
来
得
ま
す
。
お
や
り
に
な
っ

て
下
さ
い
。
わ
た
く
し
の
為
で
も
あ
り
、
あ
な
た
の
為
で
も
あ
り
ま
す
』 

 

ヒ
ホ
カ
タ
ナ
（
細
い
小
刀
）
を
、
兄
の
サ
ホ
ヒ
コ
が
渡
す
の
で
し
た
。 

サ
ホ
ヒ
メ
は
、
兄
の
表
情
を
見
て
、
イ
ナ
（
否
・
拒
否
）
と
言
っ
て
も
決
し
て
聞
き
入
れ
る
こ
と
が
な
い

と
悟
り
ま
し
た
。
事
の
成
行
き
に
ヒ
ホ
カ
タ
ナ
を
受
け
取
っ
て
し
ま
っ
た
サ
ホ
ヒ
メ
さ
ん
は
、
ナ
カ
コ
（
心

の
本
心
）
は
ワ
ナ
ナ
キ
ま
す
の
で
し
た
。 

３
５
‐
１
９ 

さ
て
、
ヒ
ホ
カ
タ
ナ
。
ど
う
と
も
し
よ
う
に
も
袖
の
内
に
入
れ
て
悶
々
と
す
る
日
々
が
続
き
ま
す
。

サ
ホ
ヒ
メ
さ
ん
の
お
心
に
は
、
発
達
障
害
の
ホ
ン
ツ
ワ
ケ
さ
ん
の
こ
と
も
、
心
の
重
り
と
な
っ
て
い
た
こ

と
で
し
ょ
う
。 

そ
の
う
ち
に
セ
ミ
ナ
ツ
キ
（
旧
暦
６
月
）
に
な
り
ま
し
た
。
ハ
ツ
ヒ
（
６
月
１
日
）
に
ク
メ
の
タ
カ
ミ
ヤ

（
久
米
御
縣
神
社
か
？ 

橿
原
市
久
米
町
。
サ
ホ
ヒ
メ
さ
ん
の
在
所
か
？
）
に
、
イ
ク
メ
の
キ
ミ
が
ミ
ユ

キ
（
行
幸
）
あ
ら
せ
ら
れ
た
の
で
し
た
。
サ
ホ
ヒ
メ
は
イ
ク
メ
の
キ
ミ
を
膝
枕
に
和
ま
せ
ま
す
。
さ
て
、
キ

サ
キ
の
サ
ホ
ヒ
メ
は
、
兄
か
ら
の
ア
ツ
ラ
ヒ
の
話
が
胸
に
迫
っ
て
き
ま
す
。『
キ
ミ
を
シ
イ
（
殺
せ
）
せ
よ
』 

今
こ
の
時
こ
そ
が
、
そ
の
時
だ
。 

 

サ
ホ
ヒ
メ
は
、
こ
う
思
っ
た
時
に
涙
が
溢
れ
て
来
て
ポ
タ
り
、
ポ
タ
ポ
タ
と
、
キ
ミ
（
垂
仁
天
皇
）
の
顔

に
滴
（
し
た
た
）
り
ま
す
。 

 

イ
ク
メ
の
キ
ミ
は
、
夢
覚
め
て
、
問
う
の
で
し
た
。 

 

『
お
か
し
な
夢
を
見
た
ん
だ
。
イ
ロ
オ
ロ
チ
（
綺
麗
な
蛇
）
が
首
に
纏
（
ま
と
）
わ
り
つ
く
の
で
す
。 

 

サ
ホ
の
ア
メ
（
小
雨
？
）
の
よ
う
な
も
の
が
、
オ
モ
テ
（
顔
）
を
濡
（
ぬ
）
ら
す
の
は
何
か
の
サ
ガ
（
禍

い
）
な
の
だ
ろ
う
か
？
』 

 

こ
の
問
い
に
、
キ
サ
キ
の
サ
ホ
ヒ
メ
は
隠
し
得
な
い
と
悟
り
ま
す
。
夢
見
の
時
代
で
す
。
伏
し
ま
し
て
、

マ
ロ
ビ
ツ
ツ
（
う
ず
く
ま
り
つ
つ
、
今
の
土
下
座
）
申
し
上
げ
る
の
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

『
キ
ミ
（
垂
仁
天
皇
）
の
メ
ク
ミ
も
背
き
得
ず
、
兄
の
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
さ
て
、
兄
の
陰
謀
を
告
発
す

れ
ば
兄
を
滅
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

兄
の
企
て
を
告
げ
ざ
る
時
は
、
国
家
の
転
覆
を
も
も
た
ら
す
異
常
時
に
な
り
ま
す
。 

 

ど
っ
ち
に
転
ん
で
も
、
ど
う
に
も
、
為
し
行
き
よ
う
が
有
る
わ
け
で
は
御
座
い
ま
せ
ん
の
で
す
。
身
動

き
の
取
れ
な
く
な
っ
て
怖
れ
悲
し
み
の
チ
の
ナ
ン
タ
（
涙
）
で
す
。 

 

兄
の
サ
ホ
ヒ
コ
の
ア
ツ
ラ
エ
の
陰
謀
は
、
こ
の
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
し
た
。 

キ
ミ
の
昼
寝
の
膝
枕
の

こ
と
で
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
事
が
、
ま
た
、
将
来
に
も
起
き
得
る
と
し
た
ら
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
の
事
で
実
際
に
行
わ
れ

て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
得
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
思
い
考
え
ま
す
と
涙
が
ひ
た
ひ
た
と
滴

（
し
た
た
）
る
の
で
御
座
い
ま
し
た
。
キ
ミ
の
お
顔
を
潤
せ
る
も
の
は
、
こ
の
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
お
ん(

御)

お
夢
の
オ
ロ
チ
（
小
蛇
）
は
、
こ
の
ヒ
ホ
カ
タ
ナ
（
細
い
小
刀
）
の
事
で
御
座
い
ま
し

ょ
う
』 

 

ヒ
ホ
カ
タ
ナ
を
見
た
イ
ク
メ
の
キ
ミ
（
垂
仁
天
皇
）
は
、
な
る
ほ
ど
と
ご
納
得
な
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て

ク
ー
デ
タ
ー
に
対
応
な
さ
い
ま
す
。
チ
カ
ガ
タ
（
近
郊
）
に
あ
る
ヤ
ツ
ナ
タ
（
の
ち
に
オ
オ
ト
モ
・
タ
ケ

ヒ
）
を
召
し
て
、
サ
ホ
ヒ
コ
を
討
た
し
め
ら
れ
た
の
で
し
た
。
す
で
に
、
用
意
万
端
の
サ
ホ
ヒ
コ
は
イ
ナ
ギ

（
城
砦
）
を
作
っ
て
強
固
に
守
り
を
固
め
て
い
ま
し
た
。
ヤ
ツ
ナ
タ
も
攻
め
あ
ぐ
ね
て
い
ま
す
。
サ
ホ
ヒ

メ
は
、
悲
し
ん
で
言
う
の
で
し
た
。 

３
５
‐
２
６ 

『
我
た
と
ひ
、
ヨ
（
世
）
に
あ
る
と
て
も
、
シ
ム
（
為
す
と
こ
ろ
の
力
、
お
よ
び
、
血
縁
の
人
）

枯
れ
て
何
か
面
白
い
こ
と
も
あ
り
得
ま
し
ょ
う
か
』 

 

サ
ホ
ヒ
メ
は
、
ミ
コ
（
皇
子
）
の
ホ
ン
ツ
ワ
ケ
（
ア
ス
ス
６
９
０
年
１
２
月
の
誕
生
、
満
２
歳
６
か
月
）
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を
抱
（
い
だ
）
い
て
イ
ナ
ギ
に
入
っ
て
ゆ
く
の
で
し
た
。
イ
ク
メ
の
キ
ミ
（
垂
仁
天
皇
）
は
ミ
コ
ト
ノ
リ
を

お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

『
キ
サ
キ
と
、
ミ
コ
を
出
す
べ
し
』 

 

で
す
が
、
サ
ホ
ヒ
コ
は
応
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ヤ
ツ
ナ
タ
（
の
ち
の
タ
ケ
ヒ
）
は
火
攻
め
に
取
り
掛
か
り

ま
す
。
火
が
イ
ナ
ギ
を
包
み
ゆ
く
時
に
、
ミ
コ
の
ホ
ン
ツ
ワ
ケ
を
抱
か
せ
て
外
に
出
し
ま
す
。
そ
し
て
、
イ

ク
メ
の
キ
ミ
に
言
上
す
る
の
で
し
た
。 

 

『
兄
の
ツ
ミ
（
罪
）
を
逃
れ
よ
う
と
し
て
、
イ
ナ
ギ
に
入
っ
た
の
で
し
た
が
、
わ
た
く
し
も
共
に
ツ
ミ
の

あ
る
こ
と
を
悟
っ
て
知
り
ま
し
た
。
た
と
ひ
、
こ
こ
に
マ
カ
レ
ト
（
死
ん
で
し
ま
っ
て
も
）
ミ
メ
ク
ミ
の
こ

と
は
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
御
座
い
ま
せ
ん
。 

３
５
‐
２
９ 

後
の
キ
サ
キ
の
お
定
め
の
事
に
、
タ
ニ
ハ
ミ
チ
ウ
シ
（
サ
ホ
ヒ
メ
の
兄
）
の
娘
を
と
、
願
い
上
げ

ま
す
』 

 

キ
ミ
が
、
サ
ホ
ヒ
メ
の
遺
言
を
お
聞
き
に
な
り
ま
し
て
、
火
の
穂
は
大
き
く
上
が
り
シ
ロ
（
イ
ナ
ギ
）
は

崩
れ
た
の
で
し
た
。
人
々
は
逃
げ
去
っ
て
、
サ
ホ
ヒ
コ
も
サ
ホ
ヒ
メ
も
亡
く
な
っ
た
の
で
し
た
。 

 

イ
ク
メ
の
キ
ミ
は
、
オ
オ
ト
モ
の
ヤ
ツ
ナ
タ
を
お
褒
め
に
な
っ
て
新
た
な
讃(

た
た)

え
名
の
タ
ケ
ヒ
ム
ケ

ヒ
コ
（
オ
オ
ト
モ
の
タ
ケ
ヒ
）
を
授
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ 

３
５
‐
３
０ 

７
年
（
ア
ス
ス
６
９
５
年
）
フ
ツ
キ
（
７
月
）
の
１
日
に
、
コ
モ
ツ
ミ
の
子
の
ツ
ツ
キ
・
タ
ル
ネ

の
娘
さ
ん
の
カ
ハ
イ
・
ツ
キ
ヒ
メ
を
キ
サ
キ
に
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
妹
の
、
カ
ク
ヤ
ヒ
メ
も
ウ
チ
メ
の
位

で
入
内
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ト
ホ
ギ
（
お
祝
い
）
に
、
初
め
て
の
タ
ナ
ハ
タ
の
カ
ミ
マ
ツ
リ
を
お
祝
い
な
さ

れ
る
の
で
し
た
。（
綴
喜
郡
、
今
の
京
阪
奈
丘
陵
の
あ
た
り
、
城
陽
市
に
水
主
神
社
、
樺
井
月
神
社
。
カ
ハ

イ
ツ
キ
ヒ
メ
は
、
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
を
お
産
み
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
早
世
さ
れ
ま
す
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ 

３
５
‐
３
２ 

さ
て
、
力
比
べ
の
事
が
興
り
ま
す
。
の
ち
に
言
う
相
撲
で
す
。
あ
る
ト
ミ
が
、
キ
ミ
に
告
げ
ま
す
。 

 

『
タ
エ
マ
（
二
上
山
東
麓
、
葛
城
市
当
麻
）
の
ク
エ
ハ
ヤ
が
大
力
（
お
お
ち
か
ら
）
で
、
力
比
べ
を
し
た

い
と
、
常
に
言
っ
て
い
ま
す
。
チ
カ
ネ
（
千
金
？
）
を
伸
ば
す
事
が
出
来
。
ツ
ノ
（
角
）
を
割
く
事
が
出
来

ま
す
。
カ
ナ
ユ
ミ
（
金
属
弓
）
を
作
っ
て
、
ツ
マ
に
も
常
に
床
語
り
で
言
う
の
で
す
。
こ
の
、
カ
ナ
ユ
ミ
を

踏
み
張
る
わ
が
オ
オ
チ
カ
ラ
を
ヨ
（
世
）
に
比
べ
た
い
も
の
だ
。
力
比
べ
を
せ
ず
に
し
て
、
こ
の
ま
ま
、
亡

く
な
っ
て
し
ま
う
の
は
如
何
に
も
辛
い
』 

 

そ
の
、
ク
エ
ハ
ヤ
の
嘆
き
ぶ
り
は
、
イ
ク
メ
の
キ
ミ
（
垂
仁
天
皇
）
に
ま
で
聞
こ
え
て
き
た
の
で
し
た
。

イ
ク
メ
の
キ
ミ
は
、
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

『
そ
れ
な
ら
ば
、
ク
エ
ハ
ヤ
に
比
べ
る
力
持
ち
は
何
処
か
に
あ
ろ
う
も
の
で
あ
る
か
？
』 

 

ト
ミ
は
、
答
え
ま
す
。 

 

『
イ
ツ
モ
（
出
雲
）
に
ノ
ミ
の
ス
ク
ネ
が
居
ま
す
』 

 

ナ
ガ
オ
イ
チ
に
問
は
し
め
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ノ
ミ
の
ス
ク
ネ
も
大
喜
び
で
力
比
べ
を
し
た
い
と
言
う
の

で
し
た
。
そ
し
て
、
ノ
ミ
の
ス
ク
ネ
は
ミ
ヤ
コ
に
上
っ
て
来
ま
し
た
。
イ
ク
メ
の
キ
ミ
も
、
喜
ば
れ
る
の
で

し
て
、
早
速
に
明
日
に
で
も
力
比
べ
を
す
れ
ば
ど
う
か
？ 

と
ミ
コ
ト
ノ
リ
さ
れ
る
の
で
し
た
。 

３
５
‐
３
５ 

チ
カ
ラ
・
ク
ラ
フ
ル
（
力
比
べ
）
の
カ
ミ
の
ノ
リ
で
す
。（
当
時
で
の
さ
ら
に
昔
に
も
、
前
例
が
あ

っ
た
の
で
し
ょ
う
） 

ス
マ
ヰ
の
サ
ト
（
桜
井
市
穴
師
、
相
撲
神
社
）
に
ハ
ニ
ワ
（
土
俵
）
を
作
っ
て
、
カ
ミ
の
ノ
リ
（
古
い
時

代
の
作
法
）
で
設
え
ま
す
。 

タ
エ
マ
の
ク
エ
ハ
ヤ
は
、
キ
（
東
）
か
ら
上
り
ま
す
。
ノ
ミ
の
ス
ク
ネ
は
ツ
（
西
）
か
ら
上
り
ま
す
。
さ

て
、
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
す
と
、
ノ
ミ
が
強
く
て
圧
倒
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。
終
に
は
ク
エ
ハ
ヤ
の
ワ
キ
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（
脇
）
と
腰
も
踏
み
折
っ
て
勝
負
が
つ
き
ま
し
た
。 

 
イ
ク
メ
の
キ
ミ
は
、
ウ
チ
ハ
（
団
扇
・
う
ち
わ
）
を
上
げ
て
ト
ヨ
マ
セ
（
ど
よ
ま
す
・
喝
采
を
上
げ
る
）

ま
し
た
。
見
物
の
ト
ミ
達
も
勝
利
を
讃
え
て
喝
采
を
送
り
ま
す
。
し
か
し
ク
エ
ハ
ヤ
は
、
こ
こ
に
絶
命
し

た
の
で
し
た
。
力
比
べ
で
の
負
け
て
の
ミ
マ
カ
リ
（
亡
く
な
り
）
は
、
本
人
の
た
っ
て
の
希
望
で
も
あ
っ
た

の
で
し
た
。
（
勝
っ
て
い
れ
ば
、
ノ
ミ
の
ス
ク
ネ
の
財
産
を
得
た
の
で
し
ょ
う
） 

 

ク
エ
ハ
ヤ
の
カ
ナ
ユ
ミ
は
、
ノ
ミ
の
ス
ク
ネ
が
貰
い
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
タ
エ
マ
（
当
麻
）
の

ク
ニ
も
ノ
ミ
が
受
け
継
ぎ
ま
す
。
ク
エ
ハ
ヤ
の
家
屋
敷
に
つ
い
て
は
、
ク
エ
ハ
ヤ
の
ツ
マ
が
相
続
し
ま
し

た
。
継
ぎ
を
為
し
た
る
ノ
ミ
の
ス
ク
ネ
は
ユ
ミ
ト
リ
の
栄
誉
を
も
得
る
の
で
し
た
。 


